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出張講座をウェブ方式により実施しました

農林水産省は12月15日、令和2年度農林水産関係第3次補正予算を総額1兆519億円と
決定しました。「「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づく施策の実施」や
「ポストコロナに向けた地域・社会・雇用の好循環の実現」など４項目を重
点事項としています。

農林水産省は12月21日、令和3年度予算を総額2兆3,050億円と概算決定しました。
新たな食料・農業・農村基本計画や新型コロナウイルス禍を受け、生産基盤の
強化と経営所得安定対策の着実な実施など9項目を重点事項としています。

（詳しくは、こちら） https://www.maff.go.jp/j/budget/r3kettei.html

（詳しくは、こちら） https://www.maff.go.jp/j/budget/r2hosei3.html

令和3年度農林水産予算概算決定の概要について

令和2年度農林水産関係第3次補正予算の概要について

近畿農政局兵庫県拠点は、令和3年1月14日（木）、兵庫県立農業大学校の作物を専攻し
ている２年生を対象に、ウェブ方式による出張講座を実施しました。

講義では、「米のトレーサビリティ法の概要」及び「食品表示制度の概要」について説明
を行いました。

～ 兵庫県立農業大学校の学生の皆さんを対象に ～

(オンラインでの説明の様子) (熱心に受講する学生) (問題に答える学生)

学生は法制度の説明に熱心に聞き入り、講義中に出題された問題の解説でさらに理解を深
めた様子で、制度に対する関心の高さが伺われました。



（詳しくは、こちら）

農林水産省では、新型コロナウイルス感染症に係る農業者や食品事業者等からの相談に適
切に対応するため、各地方農政局等に相談窓口を設置しておりますので、お困りのことがあ
りましたら、ご相談下さい。

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓ロ一覧（農林水産省へのリンク）

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html#c06

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓口のお知らせ

対応時間:平日 ９時００分 ～ １７時００分まで

設置場所:近畿農政局 企画調整室

電話:０７５－４１４－９０３６、０７５－４１４－９０３７

行動力で思いを実現！
〈田中農園 田中 大輔さん〉

神戸市北区で、大玉トマトとミニトマトの施設栽培をさ
れている、田中農園 田中大輔さんにお話しを伺いました。

大阪府出身ですが、実家では米や野菜を自給しており、小
さい頃から農業が身近で、大学は農学部に進学しました。一
度は農業とは無縁の会社に就職し、岡山で数年サラリーマン
をしていたのですが、農業をしたいという気持ちが強くなり、
いつか、ではなく、身軽な今だ！と思い立ちました。

各地の就農フェアを訪れ、岐阜で半年ほどトマト栽培の研修を受け
た頃、大学の研究室の先輩が神戸市でトマトの施設栽培をしているこ
とを知り、そこで働きながら学ぶことに。農地を見つけるのが課題で
したが、先輩の農園近くで農地が確保できました。このため、先輩か
ら施設整備や栽培管理のアドバイスをもらいながら、1年半程で独立
することができました。

温度や湿度を管理したハウスに土壌に近いヤシ殻の培地を整備し、井戸水を使って栽培し
ています。水管理は自動制御ではあるのですが、先日も晴れているのに雨とシステムが判断
するので、確かめに行ったらセンサーに鳥のフンが着いて誤作動を起こしていたことも(笑)。
自宅に帰ってもＰＣでモニタリングし、常にこまめな管理をしています。ちょっとした天気
や潅水の具合で出来が違うので、独立３年目ですが、日々勉強し続けています。

はじめは何を作るのかも決めず、手探りで就農を検討し始めた
のですが、恩師や先輩を始め、自治体のいろんな支援を受けるこ
とができ、思いが実現して本当に幸運だったと思います。
今後は、トマトの収量を安定させることはもちろん、他の野菜作
りにも挑戦したいと思っています。

－農業を始めたきっかけは？－

－どのような農業をされていますか？－

－今の思いと今後の展望を聞かせてください－

生産したトマトは、先輩農園を通じて市場やスーパーに出荷されるほか、直売所（農野花、
パスカル三田フラワー店）に出荷しています。ミニトマトは自分
で選んだ品種ですが、皮が薄くて酸味がなく甘いので直売所で人
気です。



（詳しくは、こちら）

農林水産省では、食料・農業・農村基本計画に基づき「しごと」、「くらし」、「活力」
の3つの柱からなる農村の振興を進めるため、農村の実態や要望を直接把握し、関係府省とも
連携して課題の解決を図ることとしています。

＜ホットラインでの主な支援内容＞

（１） 農山漁村における地域づくりの実態や要望・課題をお伺いし、相談者に寄り添い、
ともに考えます

（２） 相談内容を踏まえ、他府省を含めた国の支援制度をご紹介します
（３） 参考となる全国各地の取組事例をご紹介します

※本ホットラインは、地域づくりに関する取組の後押しを目的としており、特定の個人への支援を目的としたご相談は対象となりません。

また、農山漁村で地域づくりに取り組む方々への参考資料として「地域づくり支援施策
集」、「農山漁村地域づくりに関する事例集リスト」を作成しましたので、ご活用下さい。

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/nousei/201222.html

～ 農山漁村地域づくりホットラインを開設しました ～

このため、農山漁村の現場で地域づくりに取り組む団体や市町村等の皆様からの相談を受け
付け、地域づくりに関する取組を後押しするための窓口「農山漁村地域づくりホットライン」
を本省、各地方農政局及び各県拠点（地方参事官室ホットライン）に開設しました。

第8回「食品産業もったいない大賞」の受賞者決定！

～ 農林水産大臣賞に生活協同組合コープこうべ（神戸市）～

公益財団法人食品等流通合理化促進機構は、食品産業の持続可能な発展に向け、「省エネ
ルギー・CO2削減」、「廃棄物の削減・再生利用」、「教育・普及」等の観点から、顕著な
実績を挙げている食品関連事業者等を表彰しており、第8回「食品産業もったいない大賞」の
農林水産大臣賞、食料産業局長賞など各賞の受賞者を決定しました。

本表彰は、食品産業の地球温暖化防止・省エネルギー対策及び食品ロス削減等を促進する
ことを目的とし、農林水産省が協賛して実施しています。

（詳しくは：外部リンク） http://www.ofsi.or.jp/mottainai/pr8

【農林水産大臣賞（１点）】・生活協同組合コープこうべ（兵庫県神戸市）

食品ロス削減を求める組合員の思いや資源循環型社会を実現させるため、「食品ロス半
減」を掲げて、事業者・消費運動体の２つの視点から取り組み。①「てまえどり」運動：
期限の近い食品や値引き品の優先購入の呼びかけ。②フードドライブ運動：家庭で余って
いる食品を、全店舗および宅配（一部）で受けつけ、福祉施設や生活困窮者に無償で提供。
③環境共生型農園「エコファーム」：店舗の野菜くず等の有機資源を回収し、堆肥を自家
生産。農場ではその堆肥を使って野菜を栽培し、各店舗で販売するリサイクルループを構
築。 その他、店舗での売れ残りなどの廃棄ロス半減に取り組む「もったいないプロジェ
クト」、食品工場でのバイオマス発電、などの各種取組を実施。

組合員・地域とすすめる食品ロス半減＜＜ 取 組 内 容 ＞＞



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2021.01

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

⑪道の駅 ちくさ ～ 清流千種川を眺めながら ～

平成５年４月に道の駅として登録された「道の駅ちくさ」は、和風の佇まいの落ち着いた雰
囲気の駅舎で、近くには清流千種川が流れ、豊かな自然に囲まれたところにあります。ご当地
グルメや特産品をはじめ、夏場には川遊びをしながらデイキャンプが楽しめるほか、ドックラ
ンなど、ワンちゃんと一緒にアウトドアを楽しめることも魅力となっています。

特産館では、地元の千種町を中心とした100戸の生産者が
季節ごとの新鮮な野菜を持込み販売しており、丹精込めて
作った「ゆず味噌」や「酢漬け」などの加工品も人気です。

名称：道の駅 ちくさ
所在地：671-3225 兵庫県宍粟市千種町下河野745-5
電話番号：0790-76-3636
駐車場：大型2台、普通車32台（うち身障者用1台）
営業時間：レストラン 10:00～16:00

特産館 9:00～16:00
定休日：木曜日
ホームページ：https://mitinoekichikusa.wixsite.com/home

清流千種川を眺めながらのお食事は格別です。メニューの
いち押しは、鳥獣被害防止により捕獲した猪と鹿肉を有効活
用したジビエ料理です。「１人で食べられるしし鍋御膳」は
リピーターも多く、白味噌仕立ての出汁の利いた逸品となっ
ており、寒い冬の体がポカポカと温まります。

ドッグカフェでは、ワンちゃんと一緒に食事を楽し
むことができ、兵庫県立大学や獣医学博士、更には
ペット栄養管理士などが集まり、鹿肉をメインに地元
産のお米や野菜を組み合わせて作った鹿肉ドッグフー
ドも好評です。

「鹿ロース丼」も人気の一品。高タンパク、低カロリーな
鹿肉は美容と健康にも最適です。また、日本名水百選の千種
川の名水で育てられた「門治郎たまご」と「千種コシヒカ
リ」を使った「卵かけごはん」は極上の一品で、特産館にお
いても販売してます。

季節ごとに様々なイベントも開催しており、毎年恒
例の「ちくさ収穫祭」では、新米や新鮮野菜の販売に
加え、揖保乃糸素麵のばち汁やおこわ、おでんや甘酒
などのご当地グルメも出店され大変賑わっています。

大正時代の米騒動を題材とした映画「大コメ騒動」が公開されています。社会科の教科書でもお
馴染みの米騒動とは、富山の漁村の主婦らが米の価格高騰に対して、米卸売業者へ抗議したことを
発端として、全国に広がりました。現在は、生産技術の向上により収量は上がったものの、食の多
様化により米を食べる量が以前の半分となりました。需要に応じた米の生産により、ますます需給
と価格の安定を図ることが重要です。昭和初期までは、山盛りのご飯を腹一杯食べることが幸せで
した。米を食べて、消費の拡大に努めたいです。（Ｙ．Ｏ）

編集後記


